
(57)【要約】

　【課題】

　　受皿はその下部の冷却通路を流通する外気によって

十分に冷却され、受皿に水を張らなくとも油の発煙や引

火を防ぐことができ、使用時の手間を省くことを目的と

する。

　【解決手段】　　調理庫内に調理物を加熱する上、下

発熱体と、調理物を載せる焼網と、焼網を載置する受皿

を備え、本体の後部側に排気口を設け、この排気口と調

理庫の排気出口とを排気通路で連通し、前記排気出口の

近傍に空気浄化用触媒と触媒ヒータを設けた加熱調理器

において、前記受皿の下部に冷却通路を設け、この冷却

通路の空気取入口を調理庫の前面側に設け、空気吐出口

を前記排気口に連ね、排気通路と冷却通路に夫々排気フ

ァンと吸引ファンを配置し、それらの排気ファン及び吸

引ファンを同軸のモータに連結した。

　　【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 調 理 庫 内 に 調 理 物 を 加 熱 す る 上 、 下 発 熱 体 と 、 調 理 物 を 載 せ る 焼 網 と 、 焼 網 を 載 置 す る
受 皿 を 備 え 、 本 体 の 後 部 側 に 排 気 口 を 設 け 、 こ の 排 気 口 と 調 理 庫 の 排 気 出 口 と を 排 気 通 路
で 連 通 し 、 前 記 排 気 出 口 の 近 傍 に 空 気 浄 化 用 触 媒 と 触 媒 ヒ ー タ を 設 け た 加 熱 調 理 器 に お い
て 、 前 記 受 皿 の 下 部 に 冷 却 通 路 を 設 け 、 こ の 冷 却 通 路 の 空 気 取 入 口 を 調 理 庫 の 前 面 側 に 設
け 、 空 気 吐 出 口 を 前 記 排 気 口 に 連 ね 、 排 気 通 路 と 冷 却 通 路 に 夫 々 排 気 フ ァ ン と 吸 引 フ ァ ン
を 配 置 し 、 そ れ ら の 排 気 フ ァ ン 及 び 吸 引 フ ァ ン を 同 軸 の モ ー タ に 連 結 し た こ と を 特 徴 と す
る 加 熱 調 理 器 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 魚 等 の 調 理 物 を 調 理 庫 内 に 入 れ て ヒ ー タ 等 の 発 熱 体 に よ り 焼 き 上 げ る ロ ー ス
タ ー 等 の 加 熱 調 理 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の こ の 種 の 加 熱 調 理 器 に お い て は 、 受 皿 内 に 焼 き 網 を 載 置 し 、 そ の 焼 き 網 上 に 魚 等
の 調 理 物 を 載 せ 、 そ れ ら を 調 理 庫 内 に 収 納 し て 調 理 庫 内 の 上 下 に 設 け た 上 、 下 ヒ ー タ に よ
り 加 熱 し て 調 理 物 を 焼 き 上 げ る の が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 加 熱 調 理 器 に お い て は 、 調 理 中 に 魚 等 の 調 理 物 か ら 出 る 油 が 受 皿 に 溜 ま り 、
調 理 庫 内 の 温 度 が 上 昇 す る と 臭 気 を 発 生 し た り 、 発 煙 や 引 火 す る 恐 れ が あ る た め 、 そ れ ら
を 防 ぐ 目 的 で 、 受 皿 に 水 を 張 る こ と が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 近 年 で は 、 受 皿 に 水 を 張 る こ と の 煩 わ し さ や 、 受 皿 に 水 を 張 っ た り 、 受 皿 を 出
し 入 れ す る 際 に 周 囲 に 水 を こ ぼ し て し ま う 等 の 問 題 が あ る こ と か ら 、 特 許 文 献 １ 及 び ２ に
示 す よ う に 、 調 理 庫 の 外 側 に モ ー タ と 、 こ の モ ー タ の 駆 動 に よ っ て 回 転 す る フ ァ ン を 設 け
、 受 皿 の 下 に フ ァ ン に 連 な る 冷 却 通 路 を 形 成 し 、 モ ー タ の 駆 動 に よ っ て フ ァ ン か ら 冷 却 通
路 に 外 気 を 流 通 さ せ て 受 皿 の 温 度 が 油 の 引 火 温 度 ま で 上 が ら な い よ う に す る と と も に 、 調
理 庫 の 上 部 又 は 上 面 に 設 け た 排 気 出 口 に 空 気 浄 化 用 触 媒 を 設 け 、 こ れ に よ っ て 、 受 皿 に 水
を 張 ら な く と も 調 理 で き る よ う に す る と と も に 、 調 理 中 に 発 生 す る 煙 や 臭 気 を こ の 触 媒 に
よ り 浄 化 す る こ と が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － １ ６ ４ ０ ８ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ８ － １ ０ ７ ８ ２ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 し た 特 許 文 献 １ 及 び ２ に 示 す も の は 、 １ 個 の フ ァ ン に よ っ て 冷 却 通 路 に 外 気 を 流 通
さ せ て 受 皿 の 温 度 が 上 が ら な い よ う に す る と と も に 、 調 理 中 に 発 生 す る 煙 や 臭 気 を 触 媒 を
通 し て 浄 化 す る よ う に し て い る た め 、 外 気 の 取 り 入 れ が ス ム ー ズ な 冷 却 通 路 側 に 比 べ て 調
理 庫 か ら 空 気 浄 化 用 触 媒 を 通 る 側 の 風 量 が 少 な く な り 、 こ の 結 果 、 調 理 庫 の 隙 間 、 特 に 、
前 面 ド ア 部 か ら 本 体 外 へ 煙 が 漏 れ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 調 理 庫 か ら 空 気 浄 化 用 触 媒 を 通 る 側 の 風 量 と 、 受 皿 を 冷 却 す る た め に 冷 却 通 路 を
流 通 す る 風 量 が 異 な る た め に 、 一 つ の フ ァ ン で 排 気 と 受 皿 の 冷 却 の バ ラ ン ス を 取 る こ と が
極 め て 難 し い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 本 発 明 は 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 具 体 的 に は 、 調 理 庫 内 に 調
理 物 を 加 熱 す る 上 、 下 発 熱 体 と 、 調 理 物 を 載 せ る 焼 網 と 、 焼 網 を 載 置 す る 受 皿 を 備 え 、 本
体 の 後 部 側 に 排 気 口 を 設 け 、 こ の 排 気 口 と 調 理 庫 の 排 気 出 口 と を 排 気 通 路 で 連 通 し 、 前 記
排 気 出 口 の 近 傍 に 空 気 浄 化 用 触 媒 と 触 媒 ヒ ー タ を 設 け た 加 熱 調 理 器 に お い て 、 前 記 受 皿 の
下 部 に 冷 却 通 路 を 設 け 、 こ の 冷 却 通 路 の 空 気 取 入 口 を 調 理 庫 の 前 面 側 に 設 け 、 空 気 吐 出 口
を 前 記 排 気 口 に 連 ね 、 排 気 通 路 と 冷 却 通 路 に 夫 々 排 気 フ ァ ン と 吸 引 フ ァ ン を 配 置 し 、 そ れ
ら の 排 気 フ ァ ン 及 び 吸 引 フ ァ ン を 同 軸 の モ ー タ に 連 結 し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 受 皿 は そ の 下 部 の 冷 却 通 路 を 流 通 す る 外 気 に よ っ て 十 分 に 冷 却 さ れ 、
受 皿 に 水 を 張 ら な く と も 油 の 発 煙 や 引 火 を 防 ぐ こ と が で き 、 使 用 時 の 手 間 を 省 く こ と が で
き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 本 発 明 の 一 実 施 例 を 図 １ 及 び 図 ２ に 従 っ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は 、 従 来 お よ び 本 発 明 の 誘 導 加 熱 調 理 器 の 外 観 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 で あ る 加 熱 調 理 器 の 側 面 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ に お い て 、 １ は 誘 導 加 熱 調 理 器 の 本 体 で 、 後 部 上 面 に 吸 排 気 通 路 と な る 開 口 部 １ ａ
を 有 し て お り 、 シ ス テ ム キ ッ チ ン ７ の 中 に 上 面 か ら 落 と し 込 ま れ て 設 置 さ れ て い る 。 ２ は
鍋 等 の 容 器 で 、 被 加 熱 物 を 入 れ て 調 理 す る も の で あ る 。 ３ は 耐 熱 ガ ラ ス 等 か ら な る プ レ ー
ト で 、 本 体 １ の 上 面 に 備 え ら れ 、 容 器 ２ を 載 置 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ４ は ロ ー ス タ ー 部 で 、 後 記 す る 加 熱 コ イ ル ６ の 下 方 で 本 体 １ の 左 側 ま た は 右 側 （ 本 実 施
例 で は 左 側 ） に 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ５ は 操 作 部 で 、 ロ ー ス タ ー 部 ４ の 横 に 位 置 す る よ う に 本 体 １ の 右 側 前 面 に 配 置 さ れ 、 電
源 の 入 り 切 り や 加 熱 の 設 定 等 を 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ６ は 加 熱 コ イ ル で 、 プ レ ー ト ３ の 下 方 で 本 体 １ 内 の 上 部 に 左 右 略 水 平 に 二 つ 配 置 さ れ 、
容 器 ２ を 誘 導 加 熱 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ に お い て 、 ４ は ロ ー ス タ ー 部 で あ る 。 ８ は 前 面 が 開 口 し た 箱 型 の 調 理 庫 で 、 内 部 に
シ ー ズ ヒ ー タ 等 の 発 熱 体 よ り な る 上 発 熱 体 ９ 、 下 発 熱 体 １ ０ が 設 置 さ れ 、 後 方 上 部 に 排 気
出 口 ８ ａ を 設 け て い る 。 な お 、 こ の 発 熱 体 は 、 後 記 調 理 物 １ ５ を 裏 返 し て 焼 く 場 合 に は 、
上 発 熱 体 ９ の み で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 １ １ は 受 皿 で 、 調 理 庫 ８ 内 に そ の 前 面 開 口 部 か ら 出 し 入 れ 自 在 に 収 納 さ れ て お り 、 前 面
に 前 記 開 口 部 を 塞 ぐ ロ ー ス タ ー ド ア １ ２ と ハ ン ド ル １ ３ が 取 り 付 け ら れ 、 中 に 焼 網 １ ４ が
載 置 さ れ て い る 。 １ ５ は 焼 網 １ ４ の 上 に 載 せ ら れ た 魚 等 の 調 理 物 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 １ ６ は 空 気 浄 化 用 触 媒 で 、 調 理 庫 ８ 内 で 発 生 す る 煙 や 臭 い を 浄 化 す る も の で あ り 、 排 気
出 口 ８ ａ の 近 傍 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 １ ７ は 排 気 通 路 で 、 そ の 入 口 側 は 排 気 出 口 ８ ａ に
接 続 さ れ て お り 、 出 口 に は 排 気 口 １ ９ が 形 成 さ れ 、 本 体 １ の 後 部 上 面 開 口 部 １ ａ に 連 な っ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 １ ８ は 排 気 フ ァ ン で 、 空 気 浄 化 用 触 媒 １ ６ よ り 後 の 排 気 通 路 １ ７ 内 に 設 け ら れ て お り 、
調 理 庫 ８ 内 で 発 生 す る 臭 い や 煙 を 空 気 浄 化 用 触 媒 １ ６ を 通 し て 強 制 的 に 排 気 口 １ ９ に 排 気
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す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ２ ０ は 空 気 浄 化 用 触 媒 １ ６ を 加 熱 す る た め の 触 媒 ヒ ー タ で 、 調 理 庫 ８ 内 で 空 気 浄 化 用 触
媒 １ ６ の 近 傍 に 設 置 さ れ て お り 、 こ の 空 気 浄 化 用 触 媒 １ ６ を 加 熱 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ２ １ は サ ー ミ ス タ 等 の 温 度 検 知 手 段 で 、 調 理 庫 ８ 内 の 温 度 を 検 知 す る も の で あ り 、 調 理
庫 ８ の 前 面 開 口 部 側 の 上 部 と 、 受 皿 １ １ の 側 面 下 部 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ２ ２ は 冷 却 通 路 で 、 受 皿 １ １ の 下 部 に 設 け ら れ て お り 、 吸 引 フ ァ ン ２ ４ の 回 転 に よ り 風
を 流 し 、 受 皿 １ １ を 冷 却 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ２ ５ は 冷 却 通 路 ２ ２ へ の 空 気 取 入 口 で 、 調 理 庫 ８ の 前 面 下 部 付 近 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 は 以 上 の 構 成 よ り な る も の で 、 次 に そ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 使 用 者 が ロ ー ス タ ー 部 ４ の 焼 網 １ ４ 上 に 魚 等 の 調 理 物 １ ５ を 載 せ て 操 作 部 ５ を 操 作 す る
と 、 上 、 下 発 熱 体 ９ 、 １ ０ お よ び 触 媒 ヒ ー タ ２ ０ が 通 電 を 開 始 す る 。 な お 、 こ の と き 焼 網
１ ４ を 載 置 す る 受 皿 １ １ 内 に は 水 を 張 ら な く と も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 モ ー タ ２ ３ が 駆 動 し て 、 同 軸 の 排 気 フ ァ ン １ ８ 及 び 吸 引 フ ァ ン ２ ４ が 回 転 し 、 魚
等 の 調 理 物 １ ５ か ら 発 生 す る 煙 が 調 理 庫 ８ の 後 方 上 部 に 設 け た 排 気 出 口 ８ ａ か ら 空 気 浄 化
用 触 媒 １ ６ を 通 る 間 に 脱 煙 、 脱 臭 さ れ 、 排 気 通 路 １ ７ を 通 し て 本 体 １ の 後 部 上 面 の 開 口 部
１ ａ か ら 外 部 （ 室 内 ） に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 方 、 前 記 モ ー タ ２ ３ の 駆 動 に よ っ て 吸 引 フ ァ ン ２ ４ も 回 転 し 、 調 理 庫 ８ の 前 面 下 部 の
空 気 取 入 口 ２ ５ か ら 冷 却 通 路 ２ ２ 内 に 室 内 の 冷 た い 空 気 を 吸 引 し 、 そ の 冷 却 通 路 ２ ２ 内 を
流 通 さ せ る 間 に 受 皿 １ １ を 冷 却 し 、 そ の 後 、 空 気 吐 出 口 ２ ２ ａ を 通 し て 排 気 口 １ ９ に 至 り
、 本 体 １ の 開 口 部 １ ａ か ら 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 調 理 庫 ８ と 本 体 １ の 排 気 口 １ ９ を 連 絡 す る 排 気 通 路 １ ７ の
排 気 出 口 ８ ａ の 近 傍 に 空 気 浄 化 用 触 媒 １ ６ を 設 け 、 ま た 、 受 皿 １ １ の 下 部 に 冷 却 通 路 ２ ２
を 形 成 し 、 こ の 冷 却 通 路 ２ ２ の 空 気 取 入 口 ２ ５ を 調 理 庫 ８ の 前 面 側 に 設 け 、 空 気 吐 出 口 ２
２ ａ を 前 記 排 気 口 １ ９ に 連 ね る よ う に し 、 さ ら に 、 排 気 通 路 １ ７ と 冷 却 通 路 ２ ２ に 夫 々 排
気 フ ァ ン １ ８ 及 び 吸 引 フ ァ ン ２ ４ を 配 置 し 、 そ れ ら の 排 気 フ ァ ン １ ８ 及 び 吸 引 フ ァ ン ２ ４
を 同 軸 の モ ー タ ２ ３ に 連 結 す る よ う に し た の で 、 受 皿 １ １ は そ の 下 部 の 冷 却 通 路 ２ ２ を 流
通 す る 外 気 に よ っ て 十 分 に 冷 却 さ れ 、 受 皿 １ １ に 水 を 張 ら な く と も 油 の 発 煙 や 引 火 を 防 ぐ
こ と が で き 、 使 用 時 の 手 間 を 省 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 空 気 浄 化 用 触 媒 １ ６ に よ る 脱 臭 効 果 を 十 分 に 発 揮 し て 本 体 １ 外 に 排 気 す る こ と が
で き 、 こ の 結 果 、 調 理 庫 ８ の 隙 間 、 特 に 、 前 面 の ロ ー ス タ ー ド ア １ ２ 部 か ら 本 体 １ 外 へ 煙
が 漏 れ る の を 防 止 し 、 キ ッ チ ン を ク リ ー ン に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 さ ら に 、 調 理 庫 ８ か ら 空 気 浄 化 用 触 媒 １ ６ を 通 る 側 の 風 量 と 、 受 皿 １ １ を 冷 却 す る た め
に 冷 却 通 路 ２ ２ を 流 通 す る 風 量 を 同 軸 の 排 気 フ ァ ン １ ８ と 吸 引 フ ァ ン ２ ４ に よ っ て 個 々 に
決 め る こ と が で き る の で 、 排 気 と 受 皿 の 冷 却 の バ ラ ン ス 最 良 の 状 態 に 調 整 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 実 施 例 に よ れ ば 、 上 記 し た よ う に 、 受 皿 の 下 部 に 冷 却 通 路 を 形 成 し 、 こ の 冷 却 通 路 の
空 気 取 入 口 を 調 理 庫 の 前 面 側 に 設 け 、 空 気 吐 出 口 を 前 記 排 気 口 に 連 ね 、 排 気 通 路 と 冷 却 通
路 に 夫 々 排 気 フ ァ ン と 吸 引 フ ァ ン を 配 置 し 、 そ れ ら の 排 気 フ ァ ン 及 び 吸 引 フ ァ ン を 同 軸 の
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モ ー タ に 連 結 し た の で 、 受 皿 は そ の 下 部 の 冷 却 通 路 を 流 通 す る 外 気 に よ っ て 十 分 に 冷 却 さ
れ 、 受 皿 に 水 を 張 ら な く と も 油 の 発 煙 や 引 火 を 防 ぐ こ と が で き 、 使 用 時 の 手 間 を 省 く こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 空 気 浄 化 用 触 媒 に よ る 脱 臭 効 果 を 十 分 に 発 揮 し て 本 体 外 に 排 気 す る こ と が で き 、
こ の 結 果 、 調 理 庫 の 隙 間 、 特 に 、 前 面 ド ア 部 か ら 本 体 外 へ 煙 が 漏 れ る の を 防 止 し 、 キ ッ チ
ン を ク リ ー ン に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 従 来 例 お よ び 本 発 明 の 一 実 施 例 の 加 熱 調 理 器 の 外 観 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 加 熱 調 理 器 を 示 す 側 面 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 １ 　 　 本 体
　 ４ 　 ロ ー ス タ ー 部
　 ８ 　 　 調 理 庫
　 ９ 　 　 上 発 熱 体
１ ０ 　 　 下 発 熱 体
１ １ 　 　 受 皿
１ ４ 　 　 焼 網
１ ６ 　 　 空 気 浄 化 用 触 媒
１ ７ 　 　 排 気 通 路
１ ８ 　 　 排 気 フ ァ ン
１ ９ 　 　 排 気 口
２ ０ 　 　 触 媒 ヒ ー タ
２ ２ 　 　 冷 却 通 路
２ ３ 　 　 モ ー タ
２ ４ 　 　 吸 引 フ ァ ン
２ ５ 　 　 空 気 取 入 口
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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